
〔１〕どの点を回転の中心にするかの見当をつけ、その点を中心に回転移動したときに、対応

する点と回転の中心とを結んでできた角の大きさはすべて等しいことを確認する。

〔２〕四角形ＡＢＣＤの模様が四角形ＧＥＣＦの模様に重なることを、回転の中心、回転の向

き、回転角の大きさを示して説明する。

正答の導き方
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の（２）②４
２つの図形の関係を回転移動に着目して捉え，数学的な表現を

用いて説明することができるかどうかをみる問題。

＜関連する過去の問題＞

Ｈ２９全国 Ｂ １（２）：２つの図形の関係を回転移動に着目して捉え、数学的な表現を用いて説明することが

できるかどうかをみる問題

【正答例】

四角形ABCDを点Cを回転の中心として、時計回りに120°（反時計回りに240°）回

転した図形は、四角形GECFに重なる。

右図から、

【回転の中心】点Ｃ

【対応する点】

点Ａと点Ｇ、点Ｂと点Ｅ、

点Ｄと点Ｆ、点Ｃと点Ｃ

【回転の向き】

時計回り

【回転角の大きさ】

１２０°

・回転移動は、図形をある点を回転の中心として一定の角度だけ回転する移動である。

・正三角形は、辺の長さが全て等しく、１つの内角の大きさは６０°である。

必要な知識・技能

120°
120°

120°



調査問題を活用した授業改善のための指導資料

○ 移動前の図形と移動後の図形などを提示し、移動の方法を説明させたり、透明なシートや

ＩＣＴ機器などを活用して実際に図形を操作させ確かめさせたりすることが大切です。

○ 移動前の図形と移動後の図形について、対応する点と回転の中心を結んでできる線分や角

の関係を調べさせ、回転移動の性質を見いださせます。さらに、その性質をもとに回転移動

した図形をかかせる活動も大切です。

授業改善のポイント

アの図形は、どのように移動すればイの図形に重なりますか。

実際に図形を移動させて確かめてみましょう。

◆ 回転角の大きさを、∠ＤＣＥの大きさと誤って捉えている。

◆ 回転の中心の位置を見いだすことはできているが、回転の向きや回転角の大きさについての

理解が不十分であったり、その記述が不足したりしている。

誤答例とその原因

（誤答例１）点Ｃを中心として、時計回りに６０°回転移動すれば重なる。

（誤答例２）点Ｃを中心として、回転移動すれば重なる。

図形の移動には、次の３つの移動があります。

エの図形は、ウの図形を点Ｏを回転の中心として120°時計

回りに回転移動した図形です。対応する点と回転の中心を結ん

でできる線分や角について、どんなことがいえますか。

対応する点は、回転の中心からの距離が等しく、回転の中心

と結んでできた角の大きさは全て等しくなっています。

回転移動なら、１回の移動で重なりそうだよ。（図形を操

作しながら）このように移動させれば重なります。

ア

イ

では、アの図形は、どのように回転移動をすればイの図形に

重なるのか説明しましょう。

アの図形は、点Ｃを中心にして、時計回りに回転移動すれば

イの図形に重なります。

いま見つけた性質を使って、ウの図形を点Ｏ’を回転の中心として反時計回りに60°

回転移動した図形をかきましょう。
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平行移動：図形を一定の方向に、一定の長さだけずらして移すこと
対称移動：図形を１つの直線を折り目として、折り返して移すこと
回転移動：図形を１つの点を中心として、一定の角度だけまわして移すこと

120°

Cア

イ

回転の角度は∠ＢＣＥだ

から120°回転しています。

回転移動は、回転の中心、回転の向き、回転す

る角の大きさをいえば、正しく説明できるね。

実際に操作して

いる図形


